
速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ， ARG， RIA 等 の 開発改
良 に 関 す る 研究 4) 放射性廃液処理 に 関 す る 研究
が主た る も の で， 関連各講座の協力 の も と に行っ て
い る 。
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⑥ 研究概要
ヒ ト の疾患モ デル動物 は現在 の 医学が当面 し て い

る 癌， 難病， 遺伝性疾患， 慢性成人病な どの解明 に
と っ て 極 め て 重要であ る 。 疾患動物の 開発に は 、 第
一 に 野生動物や家畜か ら の モ デ、ル動物の発掘， 第二
に 実験動物か ら の 開発， 第三 に 既存す る モ デル動物
の改良があ る 。 当 セ ン タ ー で は 、 従来の モ デル動物
の 開発手段 と は異 な れ 発生工学的手法 を応用 し た
人工疾患モ デル動物の 開発 を 目 差 し て い る 。

ま た ， 人工疾患モ デル動物の作出 に 関連 し て ， 発
生工学的研究の基礎 を な す晴乳類初期妊の発生現象
を も 併せ て 究明す る つ も り であ る 。 晴乳類の発生，
と く に初期発生 は 医学及 び基礎生物学一般 に 関 し て
も 重要 な課題のーっ と 考 え ら れ る 。
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放射性同位元素実験施設
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⑨ 研究概要
放射性同位元素 (RI) 実験施設に お い て は 、 RI の

安全取扱い の管理全般 を 主た る 業務 と し て行 う かた
わ ら ， 研究面 で は 、 1) 放射性医薬品の 開発特 に癌
親和性 RI 標識化合物の合成並 びに代謝に関す る 研
究 2 )  各種培養細胞 を用 い て 放射線生物学的見地
よ り ， RI 標識化合物の集積作用機序の解明 3) 高
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